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令和７年度第１回龍ケ崎市男女共同参画推進委員会 会議録 

 

 

記録者 地域づくり推進課：小野瀬 

供 覧 

部長 次長 課長 課長補佐 主査・係長 グループ員 

 

 

    

 

件 名 令和７年度第１回龍ケ崎市男女共同参画推進委員会 

日 時 令和７年７月１７日（木）１５時００分～１６時３０分 

場 所 龍ケ崎市役所 全員協議会室 

出 席 者 

【委員】 

川﨑愛 会長 ／ 深澤幸子 副会長 

城倉純子 委員 ／ 久米原孝子 委員 ／ 平出充洋 委員 ／ 

石渡友希 委員 ／ 中山和枝 委員 ／ 戸澤淳子 委員 ／ 永井晶也 委員 ／  

吉井久美 委員 ／ 鈴木忠 委員 ／ 内藤望 委員 ／北川滋也 委員 

【事務局】 

市民経済部：中村部長 

地域づくり推進課：広瀬課長 ／ 三井主査 ／ 記録者 

傍 聴 者 ０人 

会議の内容 

１  開 会 

２  議 事 

   （１）会長・副会長の選任について 

（２）令和６年度実施状況報告について 

（３）令和７年度推進事業の予定について 

３  閉会 
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発言者 発言の内容 

１ 開会 

事務局 皆様、本日はご多忙のところお集りいただきまして、誠にありがとうござい

ます。定刻となりましたので、只今から、令和７年度第１回龍ケ崎市男女共同

参画推進委員会を開会いたします。 

当委員会は、令和６年１０月に、委員の改選がございました。この委員会

は、改選後、初めての開催となります。つきましては、ご出席の皆様から簡

単に自己紹介をいただきたいと存じます。 

窓側の列の委員から自己紹介を始めていただき、列の最後まで終わった

ら、出入口側の列の、一番前の委員から、引き続き紹介をお願いいたしま

す。それでは、恐れ入りますが、川﨑愛委員からお願いいたします。 

 
【各委員 挨拶】 

事務局 ありがとうございました。 

ここで事務局の職員を紹介させていただきます。市民経済部長の中村でご

ざいます。地域づくり推進課課長の広瀬でございます。同じく、地域づくり推

進課主査の三井でございます。最後に、私は本日の進行を務めさせていただき

ます、課長補佐の小野瀬でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、本日の出席状況を確認させていただきます。委員総数１５名の

うち、出席者が１３名となっており、過半数に達しておりますので、龍ケ崎

市男女共同参画推進委員会設置条例 第５条 第２項の規定により、本会議が

成立いたしますことを報告いたします。 

これより本日の議事に入らせていただきますが、このあと、会長が決まるま

での間、中村部長に会議の進行をお願いいたします。 

２ 議事 

議長 

（中村部長） 

それでは、会長が決まるまでの間、私が議長を務めさせていただきますの

で、ご協力をお願いいたします。 

議事（１）の「会長・副会長の選任について」ですが、会長につきまして

は、龍ケ崎市男女共同参画推進委員会設置条例 第４条 第２項の規定によ

り、委員の互選により選出する事となっております。何かご意見はあります

でしょうか。ご意見がなければ、事務局に一任いただくことで、ご異議ござ

いませんか。 

 
【「異議なし」の声】 

議長 

（中村部長） 

それでは、事務局は案を示してください。 

事務局 

はい。事務局といたしましては、前期の委員会において、会長を務められた

川﨑愛委員に、引き続き会長職をお願いしたいと思いますが、皆様、いかがで

しょうか。 

 
【一同、拍手】 

議長 

（中村部長） 

ありがとうございます。川﨑会長、引き続き、どうぞよろしくお願いいた

します。では、ここから先の議事進行は川﨑会長に、交代させていただきま

す。皆様、ご協力ありがとうございました。 
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議長 

（川﨑会長） 

それでは、議事を進めてまいりますので、円滑な会議の進行にご協力をお願

いいたします。 

 まずは、副会長の選任についてですが、龍ケ崎市男女共同参画推進委員会設

置条例 第４条 第２項の規定により、私から指名をさせていただきます。 

 これまで市民公募委員や市議会選出委員として、本委員会に長くたずさわ

ってこられており、今期は市民公募委員として参加されておられます、深澤幸

子委員にお願いしたい、と思いますが、よろしいでしょうか。 

 
【深澤委員、了承】 

議長 

（川﨑会長） 
では深澤委員、どうぞよろしくお願いいたします。 

続きまして、本日の会議の議事録署名人を指名させていただきます。今回

は、北川滋也委員と石渡友希委員のお二人にお願いしたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

 
【両委員、了承】 

議長 

（川﨑会長） 
 それでは後日、会議の議事録がまとまりましたら、内容を確認のうえご署

名をお願いします。 

 続きまして、議事の（２）「令和６年度実施状況報告について」ですが、

事務局から説明をお願いします。 

事務局 （２）令和６年度実施状況報告について 事務局説明 

議長 

（川﨑会長） 

ありがとうございました。 

ただ今説明のありました、令和６年度における施策の実施状況報告に関し

て、ご意見等がありましたらお願いします。 

城倉委員 質問はなかったのですが、ご意見と言っていただいたので、お話いたしま

す。 

１５ページ、№２０「市役所内における役職への女性職員の登用」です

が、役職が上に行くほど数字が少なくなっておりとても残念に思います。こ

れまで、「女性は責任を取りたがらない」、「昇進に対してすごく消極的」

などと言われてきましたが、それは家庭や社会の無言の圧力や、ジェンダー

バイアスがあったことが要因ではないかと思います。 

私は女性に関して、「歴史的遺伝子」と勝手に名前をつけていることがあ

ります。現在では違うと思いますが、以前は、男性は会社に入ると研修など

を受ける機会が多くありましたが、女性はまずコピー係やお茶くみなどをさ

せられる時代が長く続いていました。そういう何か社会の暗黙の差というも

のが、まだまだ女性の中に残っていて、責任を取る立場に入るには、かなり

のエネルギーを必要とし、そういう覚悟がまだまだ不足しているのではない

かと思われます。今後は今まで以上に働く女性の環境整備をお願いしたい。 

続きまして、１７ページ、№２４「国際理解の促進」の実施状況の中で

「女子差別撤廃条約について引き続き掲載」と書いてあり、私はとても感慨

深い気持ちとなりました。これまで女子差別撤廃条約については、グローバ

ルスタンダード・国際基準に沿って取り組まなければない内容にもかかわら

ず、何か言えない雰囲気が龍ケ崎市だけではなく多くの地方にあったと思い

ます。そのような中で、女子差別撤廃条約について実施状況報告書に記載さ

れていることに、すごく感激を持って読みました。 

しかし現在、女子差別撤廃条約の選択議定書は未批准となっています。そ

の選択議定書というのは、個人通報制度と調査制度の二つの手続きを定めた
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ものです。例えば、日本の最高裁まで争い、性的な暴力に関して犯人を立件

し有罪にすることができなかったという場合、個人通報制度は直接、国連の

女子差別撤廃委員会に通報して審査してもらうことができますが、その選択

議定書が未批准となっています。国内の女性団体は今、それが一番大切だ

と、批准に向けて頑張っています。ですから、この女子差別撤廃条約を挙げ

てくださったのであれば「選択議定書はまだ未批准である」の 1行を追加し

て書いてくださると大変ありがたいと思います。 

議長 

（川﨑会長） 

はい。ありがとうございました。お願いします。 

深澤委員 意見ということでお伝えしたいことがございます。２９ページ、№５３

「自主防災組織等で活躍する女性の参画の推進」です。 

自主防災組織というのは、本当に男性がほとんどで、女性の方がいらっし

ゃらないんです。先日、取手市で開催された自主防災組織の発表会に参加し

てきましたが、会場を見渡してみると、女性は私しかいませんでした。その

発表会で、「皆さんの自主防災組織で女性の方はいますか？」と質問する

と、皆さん「あまりいないかもしれないな」との回答でした。 

そこで、皆さんに申し上げたのは、「自主防災組織の方々から、女性が入

りやすいように声掛けをしてくれませんか。女性の方も一緒にやってみませ

んかとか、入りやすい環境づくりをお願いしたい。」ということを申し上げ

ました。ぜひ女性が入りやすいような、そういう環境ができたらいいと思い

ます。意見として、よろしくお願いしたいと思います。 

議長 

（川﨑会長） 

ありがとうございました。はい、お願いいたします。 

北川委員 １ページ、指標１「市役所の男性職員の育児休業取得率」で、１００％が

１０年間続いているというご説明があったのですが、育休は何日取得した

か、平均取得日数が大事なポイントになるのではないでしょうか。国家公務

員は、民間企業の育休を参考に、育児計画書や家族内の家事育児分担表を細

かく作成した結果、実際の取得率だけでなく、実際の取得日数も増えている

と伺っています。ヨーロッパのように 1年単位というのが理想ですが、せめ

て３か月や１か月で育休がとれる環境にしていただきたい。最近、小学校の

男性の先生が６か月取得したと伺いました。かなり勇気が必要だったと思い

ます。今後は、取得率だけでなく、取得日数を補足説明として記載すること

をご検討いただきたい。 
次に、１１ページ、№１４「活力ある地域コミュニティの形成の支援」で

す。日本の男性は仕事、女性は家庭で家事育児、というような風潮は随分少

なくなってきましたが、まだまだ残っているというのが、日本の実態ではな

いかなと思います。兵庫県豊岡市は、長年にわたり、男女共同参画をかなり

推進しており、最近、地域のコミュニティ組織の委員等で女性が増えてきた

というニュースがありました。私は長山地区ですが、長山地区も女性の委員

は少ないと伺っております。委員の男性・女性の割合などを提示することか

ら始めたらいいと思います。ぜひご検討いただきたい。 
７ページ、№８「市民講座の充実」です。この３か月で複数回実施されて

いるようですが、これは働くお母さん向けの講座でもあると思います。それ

で講座の開催曜日を調べたところ、全部月曜日に開催していました。ぜひ土

曜日とか日曜日の開催をご検討いただきたい。 

議長 

（川﨑会長） 

はい、ありがとうございます。その他のご意見いかがでしょうか。 

お願いいたします。 
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深澤委員 ２ページ、指標４「市の附属機関等委員に占める女性の割合」です。私は防

災会議にも参加させていただいており、委員が４０人位いますが、女性の方が

本当に少ないです。災害時には「女性の意見はとても大事だ」という意見が

様々なところで聞かれますが、避難所運営等に関してはやはり女性がすごく

重要な役割を果たすのではないかと思います。まず防災会議から、女性の委員

を増やすような方向で検討いただければと思います。よろしくお願いします。 

議長 

（川﨑会長） 

ありがとうございます。他に何かございますか。お願いします。 

内藤委員 皆さんのお話を聞いていて、私も今、会社で、まさに類似するなと思ってい

たのですが、今日のお話の中の男性の育休についてです。 

海運業界は、どちらかというと男性が主の業界ではあったのですが、最近は

非常に女性の役職者も増えてきており、採用においても、女性の方の採用人数

の比率が多いぐらいのバランスになってきています。 

男性の育休も、最近は半年ぐらい取るなど、非常にいい流れにはなってきて

いるのですが、育休を取得して復帰したときに周りからどう思われるのかと

か、女性の方だと無事に出産を終えて戻ってきたときにブランクが空いてし

まいどう思われるかなど、周りからの目という空気感をより風通し良くして

「戻ってもまた一緒に仕事できるよね」という組織の空気感というものをア

ップデートしていくことが、育休取得率の向上にも繋がるのかなと思います。

市も数値的な目標だけでなくて、温かい空気感というような環境づくりにも

配慮していただくと、様々なことに繋がってくのではないかと思い、意見を出

させていただきました。 

議長 

（川﨑会長） 

ありがとうございます。他にいかがでしょうか。はい、お願いします。 

城倉委員 ２０ページ、№３２「農業士・農業委員会への女性の登用」です。今、本市

では４名が認定されているということで、随分増えたとうれしく思います。私

が茨城県の審議会に出ていた頃は、女性農業士の方は１人、２人しかいません

でした。議員もそうだと思いますが、やっぱり束になって入らないとだめだと

思いました。今回の米騒動でも、生活者目線の農業に関する議論が全然なされ

てこなかったという問題を国民が知りました。女性も男性も同じ生活人とし

て協議の場に立ち、議論しなければおかしいとつくづく思いました。女性の農

業委員の登用率をそれこそ５０％まで増やして、生活人としての目線で農業

政策をしていただきたいと思います。 

あと、後継者がいないということに関しては、とにかく利益が出ない事業を

息子や娘に継がせたいとは誰も思いません。そのような話し合いができるよ

うな農業協同組合や農業政策の参画委員会であっていただきたいので、女性

の農業士をどんどん増やしていただきたいと思います。 

議長 

（川﨑会長） 

ありがとうございます。はい、お願いいたします。 

北川委員 １４ページ、№１８「性別による固定的な役割分担意識解消の啓発」です。

男性の家庭生活への参画の促進という内容であれば家事育児分担などの促進

をどう市民や市内の事業所に展開していくのかということになると思うの

で、実施状況に記載の内容がずれている気がしました。次年度の事業でご検討

いただきたいと思います。 

議長 

（川﨑会長） 

ありがとうございました。非常に多くの方々から、様々なご意見をいただき

ました。この事業報告に書ききれていないといった、事務局からの補足等があ

ればお願いします。 
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事務局 

 

各課で持っている数字、例えば北川委員のおっしゃられていた育児休業の

取得日数は把握しておりますので、実施状況報告書で補足することは可能で

あると思います。 

城倉委員のおっしゃられていたホームページ等の内容につきましては、こ

ちらも改めて勉強してまいりたいと思います。 

深澤委員のおっしゃられていた審議会では、防災会議とか、国民保護協議会

は、特殊な審議会でございます。例えば災害対策基本法というった法律に基づ

いて設定されているような会議ですと、そもそも市民公募枠も設定されてお

らず、例えば、消防や自衛隊、インフラ系などの代表者に集まってもらうた

め、女性の方はあまり見受けられない会議だと思います。法に基づく審議会に

ついては対応が難しいところですが、それ以外の附属機関等のできる範囲で、

女性委員の積極的な登用をお願いしてまいりたいと思います。 

議長 

（川﨑委員） 

はい、深澤委員、どうぞ。 

深澤委員 防災会議にいらっしゃる方は、みな「長」で、男の方ばかりです。しかし、

「長」以外に副代表者がいらっしゃる団体もあるだろうし、そのような方が会

議に参加されてはどうですか？絶対に「長」でなければいけない、ということ

はないと思います。副代表者が女性の場合もあるかもしれませんので、検討し

ていただければと思います。 

議長 

（川﨑委員） 

ありがとうございます。内藤委員がおっしゃいました、育休明けで戻ってき

た時に、どういう空気感で迎えるかという話ですが、育休が明けた後、例え

ば、短時間勤務や部署の異動など、何か配慮していることがありましたら教え

ていただけますか。 

事務局 

 

人事担当課の話では、育児休業を取得する職員については、育児休業取得時

の部署から異動はさせないという対応をしているようです。期間が空いて育

児休業から復帰した時に、未経験の職場では負担が大きいため、環境を変えな

いような配慮をしているとのことです。 

その他、子どもの養育のため、勤務時間の始めまたは終わりに 1 日２時間

の部分休業を取得することができる制度があります。 

議長 

（川﨑委員） 

ありがとうございます。男性の場合は該当しないのでしょうか。 

事務局 

 

性別に関係なく、小学校就学前の子どもを養育する職員は該当するほか、

育児短時間勤務という勤務形態を変えることができる制度があります。ただ

し給料等への影響はあります。 

議長 

（川﨑会長） 

ありがとうございました。 

では続きまして、議事(３)令和７年度推進事業の予定について、です。事務

局から説明をお願いいたします。 

事務局 （３）令和７年度推進事業の予定について 事務局説明 

議長 

（川﨑会長） 

ありがとうございました。ただいま説明のありました令和７年度推進事業

の予定につきまして、ご意見等がございましたらお願いします。 

深澤委員 １１月のパネル展示は、市役所の 1階で実施するのですか。他の場所では

実施しないのですか。 

事務局 市役所 1階のホールでの展示を予定してます。 

深澤委員 男女共同参画推進月間なので、市役所だけではなく、サプラなどでの展示を

検討していただければと思います。 
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事務局 はい、わかりました。 

議長 

（川﨑会長） 

他に何かございますでしょうか。はい。お願いします。 

城倉委員 推進事業に関してではないのですが、これは進めて欲しい、これはとても

いい、と思ったことをちょっと述べさせてください。 

６ページ、№５「子育てふれあいセミナーの充実」です。令和７年度の事

業予定に「各学校の学習参観日に担当者が訪問し、ミニ講座を開催する。ア

ウトリーチ型の研修会とする」とありますが、とても素晴らしいと思いま

す。他の委員から「土日も講座を開催して欲しい」という意見が出ました。

仕事のある方は土日しか参加できないので、授業参観日にアウトリーチ型の

研修会を開催してくださるのはとてもありがたいと思います。ぜひ推進して

欲しいと思います。 

７ページ、№８の「市民講座の充実」で、アンガーマネ ジメントやスト

レスマネジメントという講座があります。これはＤＶ、デートＤＶなどの精

神的なストレスにもかなり影響することで、1人でも多くの方に受講して欲

しいと思いました。講座は大変好評であったようで、よかったと思いまし

た。このような講座を土日に開催することでもっと多くの方に受講していた

だきたい。ＤＶ当事者の方やその友人、近所の方が受講し、意見を交わせる

ようになれば、とても素晴らしいことだと思います。ぜひ進めて欲しいで

す。 

議長 

（川﨑会長） 

はい。ありがとうございました。 
他に何かご意見等ありますでしょうか。はい。お願いします。 

北川委員 第２次龍ケ崎市男女共同参画基本計画の「第６章 推進体制」です。市長、

副市長、部長級の方がメンバーである「龍ケ崎市男女共同参画推進会議」で、

施策の企画推進や施策の点検等を行うとあります。どのぐらいの頻度で、どう

いう形で開催されているのかをお聞きしたい。 

事務局 「龍ケ崎市男女共同参画推進会議」は、主に計画を策定する際に立ち上げ、

意見を求めたり、部署間で情報を共有するといった会議になります。 

議長 

（川﨑会長） 

はい、ありがとうございました。他によろしいでしょうか。 

それでは、以上で本日予定していた議事につきましてはすべて終了いたし

ましたので、進行を事務局にお返ししたいと思います。皆様ご協力ありがとう

ございました。 

４ 閉会 

事務局 川﨑会長、議事進行ありがとうございました。 
委員の皆様におかれましても、長時間にわたる慎重なご審議をいただき、あ

りがとうございました。２月開催予定の講演会につきましては、先ほどお伝え

した通り、ご案内の通知を差し上げる予定としております。 
それでは以上をもちまして、令和７年度第１回龍ケ崎市男女共同参画推進

委員会を閉会いたします。皆様お疲れ様でした。 
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上記については、令和７年７月１７日に開催した「令和７年度第１回龍ケ崎市男女共同参画推進委

員会」の会議録に相違ないことを確認したので署名する。 

 

 

令和   年   月   日 

会 長      

議事録署名人      

議事録署名人      

 


